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『
恵
棟
技
本
春
秋
公
羊
伝
注
腕
』

減
庸
ハ
武
進
の
人
、
乾
隆
三
二

1
嘉
慶
二
ハ
〉
が
嘉
慶
の
初
に
庇
元

(
儀
徴
の
人
、
乾
隆
二
九
1
道
光
二
九
〉
の
轄
に
応
じ
て
所
謂
十
三
経
局

(注
1
)

に
於
い
て
八
公
羊
伝
注
疏
V
の
校
勘
に
あ
た
っ
た
際
に
拠
っ
た
、
八
恵
棟

校
本
春
秋
公
羊
伝
注
疏
二
十
八
巻
V

(
庇
元
八
春
秋
公
羊
伝
注
疏
技
勘
記

引
拠
各
本
目
録
V
の
注
疏
本
の
項
に
載
せ
る
)
に
つ
い
て
、
引
拠
各
本
目

録
の
、
そ
の
項
に
附
さ
れ
た
注
を
吟
味
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
校
本

の
持
つ
意
義
を
明
ら
か
に
し
、

八
公
羊
V

の
版
本
源
流
の
概
略
を
知
る
為

の
一
助
と
し
た
い
。

* 

注
の
全
文
を
挙
げ
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。
嘉
慶
間
文
選
楼
刊
八
十

経
注
疏
校
勘
記
V

に
拠
る
。

に
つ
い
て

両

橋

智

「
恵
棟
校
本
春
秋
公
羊
伝
注
疏
二
十
八
巻
何
虚
字
仲
友
云
:
『
康

照
丁
酉
仮
同
門
李
広
文
乗
成
所
買
宋
襲
官
本
手
校
，
再
令
張
翼
庭
、

侃
穎
仲
各
校
一
過
。
』
恵
棟
云
:
『
有
曹
通
政
寅
所
蔵
宋
本
八
公

羊
V
，
合
何
氏
所
校
宋
襲
官
本
、
萄
大
字
本
及
元
版
注
疏
，
井
参
以

石
経
、
用
朱
墨
別
異
。
笑
酉
冬
月
識
。
』
按
恵
云
『
朱
墨
別
異
』
者
今

不
能
詳
。
大
約
部
州
官
書
経
注
本
最
為
精
美
。
」

以
上
の
注
に
つ
い
て
、
一
句
な
い
し
は
一
節
ご
と
に
、
関
連
す
る
諸
書
、

諸
本
を
調
査
し
、
そ
こ
に
記
さ
れ
た
清
代
諸
学
者
の
校
語
、
践
語
、
識
語

の
類
を
検
討
し
て
そ
の
結
果
明
ら
か
と
な
っ
た
事
実
や
推
定
、
疑
問
等
に

つ
い
て
、

一
四
項
目
に
分
け
て
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

* 
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一、

「
何
偉
字
仲
友
」

呉
蔭
培
撰
八
擬
補
蘇
川
府
志
何
虚
伝
V

(
宜
統
元
年
刊
八
何
義
門
先

生
家
書
V
の
後
に
附
載
)

「
何
虚
字
心
友
，
号
小
山
，

に一一一一口う。
一
字
仲
友
，

為
義
門
先
生
介
弟
。
嘗
自

署
何
仲
子
0
4
航
船
一
利
融
一
語
一
間
一
部
品
目
均
一
一
説
一
縦
一
醸
一
一
的
一
一
h
t
。

自
崇
明
遷
蘇
州
。
義
門
初
官
翰
林
，
短
亦
至
京
師
湖
一
川
崎
間
一
献
拡
…
諮
問
W
巻

帰
里
与
蒋
果
、
陳
景
雲
輩
捕
時
門
，

以
文
字
往
来
・
:
」
ま
た
「
:
・
庇
文

達
校
勘
八
十
三
経
注
疏
V
於
八
公
羊
V

A
穀
梁
V
，
皆
拠
短
所
校
宋
顛

見

入

崇

明

一

二

県
志

V

L

J

官
本

一一、
「
云
:
『
康
照
丁
酉
』
至
『
校
一
過
。
』
」

何
煙
が
こ
の
識
語
を
記
し
た
事
実
に
つ
い
て
は
、

(注
2
)

上
海
図
書
館
蔵
の
汲
古
閣
本
A
春
秋
公
羊
伝
注
疏
V
二
八
巻
に
見
え
る

書
入
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
本
は
八
中
国
古
籍
善
本
書

自
V
巻
三
経
部
春
秋
類
に
次
の
如
く
著
録
す
る
。

「
春
秋
公
羊
注
疏
二

十
八
巻
糊
刊
誌
注
謀
説
張
腕
鞭
噌
護
む
鰐
咋
腕
規
制
糊

識
語
な
ど
を
紹
介
す
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

「
萄
本
公
羊
校
経
注
一
二
萄
/
元
板
注
疏
/
宋
郭
官
板
校
経
注
全
/
唐
石

経
校
経
」
と
原
表
紙
に
墨
書
す
る
。

つ
ま
り
校
勘
に
用
い
ら
れ
た
板
本
の

列
挙
で
あ
る
。
そ
の
原
表
紙
に
付
築
が
あ
っ
て
、

「
時
筆

権
堂
」
と
墨
書
す

一
五
和
恵
氏

本
/
緑
筆

嘉
平
口
録
畢

沃
田
沈
氏
校
/
庚
寅

る
。
原
表
紙
の
後
に
は
副
葉
子
が
一
丁
あ
り
、
緑
筆
で
次
の
よ
う
に
過

録
の
始
末
を
記
し
た
付
築
が
あ
る
。
「
恵
校
公
羊
註
疏
為
呉
権
堂
主
政

重
録
。
朱
墨
筆
一
依
恵
/
氏
。
間
有
緑
筆
作
成
案
者
，
沃
回
沈
氏
所

加
。
是
書
/
恵
氏
凡
三
四
校
，
当
自
精
審
。
然
読
之
猶
有
疑
似
之
処
，

視
他
経
為
疎
。
宣
伝
授
者
所
脱
漏
耶
/
/
戚
豊
二
年
三
月
伊
卿
張
爾
菅

録
畢
，

書
此
。
」

「
十
一
月
取
玩
芸
台
相
国
元
校
勘
記
覆
校
一
過
，
叉

/
訂
正
十
之
二
一
二
。
並
附
斉
召
南
、
段
玉
裁
、
車
/
文
招
、
孫
士
山
祖
、

浦
堂
、
厳
茶
、

諸
家
之
説
/
以
備
参
考
。
」

恵
棟
と
沈
大
成
(
雲
間

(注
3

)

(

注
4
〉

の
校
勘
を
呉
孝
顕

の
人
、

康
照
一
二
八

i
乾
隆
三
六
、

沃
田
は
号
)

(
宴
県
の
人
、
乾
隆
四
六
年
進
士
、
権
堂
は
号
)
が
民
寅
の
年
(
道

光
一

O
年
か
)
に
録
し
、
成
豊
二
年
に
同
じ
婁
県
の
張
雨
刑
者
(
嘉
慶

(注
5
)

二
0
1光
緒
一
五
、
伊
卿
は
字
)
が
重
録
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を

一
部
す
。
従
っ
て
、
以
下
で
は
こ
の
本
を
張
爾
音
書
入
本
と
呼
ぶ
こ
と
と

す
る
。
張
爾
脅
は
一
史
に
庇
元
の

A
校
勘
記
V
と
校
し
、
斉
沼
南
等
の
経

説
を
摘
録
し
て
参
孜
に
除
し
た
。
巻
三
末
に
「
借
萄
本
大
字
校
此
三

巻
。
与
部
州
学
官
書
最
為
精
善
。
惜
無
単
/
本
疏
校
疏
文
脱
誠
也
。
康

照
五
十
六
年
冬
十
月
望
日
小
山
何
煙
記
」
と
朱
書
。
巻
三
の
尾
題
下
に
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「
春
秋
公
羊
伝
第
一
」
と
朱
書
し
、
さ
ら
に
そ
の
下
に
「
十
月
廿
六
日

明
凍
復
校
」
と
小
字
で
朱
書
し
、
改
行
し
て
「
萄
大
字
本
部
州
官
本
」

と
小
字
で
録
書
す
る
。
巻
一
二
の
末
は

「
春
秋
公
羊
巻
第
五
」

朱

室
田
)
、

「
十
月
廿
七
日
官
本
覆
校
」
(
小
字
墨
書
)
。
巻
一
四
末
は
「
春

秋
公
羊
巻
第
六
」

「
十
月
廿
五
日
覆
校
」

(
小
字
墨
書
)
。

(
朱
書
)
、

巻
二
八
末
は

「
壬
成
六
月
十
八
乙
己
始
廿
六
日
発
丑
畢
。
/
庚
午
コ
一
月

初
五
戊
申
重
閲
。

壬
申
二
月
十
七
日
己
酉
復
閲
。

松
崖
」
(
朱
書
)
、

「
康
照
丁
酉
仮
同
門
李
広
文
乗
/
成
宋
葉
官
本
手
校
、
再
令
張
翼
庭
、

侃
穎
仲
各
校
一
過
。
今
以
其
/
手
校
本
相
勘
，
猶
有
漏
落
。
三
人
/
僅

敵
一
手
，
何
乗
成
之
糸
髪
如
心
也
。
書
以
識
塊
。
巳
亥
初
夏
何
/
仲
友
。

/
突
亥
重
校
。
」
(
朱
書
)
、
「
有
曹
通
政
寅
所
蔵
宋
本
入
公
羊
V
，

/

合
何
氏
所
校
宋
繋
官
本
、
萄
/
大
字
本
及
元
板
注
疏
井
参
以
石
経
，
用

朱
墨
別
異
。
発
酉
冬
月
恵
棟
識
。
」

(
緑
書
)
、

「
A
校
勘
記
V
日

:

「
恵
云
:
「
朱
墨
別
異
」
，
今
不
能
詳
。
大
約
部
州
官
書
経
注
本
最
為

精
美
。
』
」

(
緑
書
)
。

巻
末
に
し
る
さ
れ
た
何
患
の
識
語
は
、
康
照
五
六
年
に
何
煙
が
A
公

羊
V
を
校
し
た
と
と
も
に
、
校
後
に
肢
語
を
し
る
し
た
事
実
が
確
か
で

あ
る
こ
と
を
物
語
る
。
し
か
し
、
此
の
庇
元
の
八
投
勘
記
引
拠
各
本
目

録
V
の
恵
棟
校
本
の
注
に
は
、
こ
の
張
繭
奮
書
入
本
の
巻
三
末
に
過
録

さ
れ
て
あ
る
何
煙
の
識
語
が
漏
落
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
こ
の
注
に
於

い
て
は
何
胞
団
校
す
る
と
こ
ろ
の
テ
キ
ス
ト
は
、
李
一
東
成
が
買
い
得
た
宋

葉
宮
本
の
み
と
理
解
さ
れ
る
が
、
実
は
そ
う
で
な
く
、
萄
大
字
本
を
も

校
勘
に
用
い
て
い
た
事
が
知
ら
れ
る
。

一一一、

「
康
照
了
酉
」

康
照
五
六
年
。
何
悼
五
五
歳
。
何
煙
四
九
歳
。
何
悼
門
下
の
ひ
と
り
、

挑
世
鉦
(
呉
興
の
人
、
字
玉
裁
、
意
田
と
号
す
、
生
卒
年
未
詳
、
康
照

乾
隆
聞
の
人
)
が
、
何
悼
の
校
本
を
過
録
し
た
汲
古
閑
本
八
春
秋
公
羊

(注
6
)

注
疏
V
二
八
巻
ハ
北
京
図
書
館
蔵
)
に
以
下
の
識
語
を
記
す
。

「
康
照

丁
酉
壮
月
心
友
以
石
経
校
対
経
伝
説
事
，
寄
至
都
下
，
略
為
改
正
。
孟

「
草
月
復
寄
至
宋
離
官
本
異
同
，
復
得
略
改
正
部
公
注

(注
7
〉

中
批
字
，
離
系
硯
不
為
疲
也
。
倍
日
有
力
，
則
重
開
以
公
諸
人
人
。
」

公
識
。
」
叉
、

(
と
も
に
八
蔵
園
霊
書
経
眼
録
V
に
よ
る
)
こ
の
年
の
八
月
に
何
煙
が

八
石
経
V
に
よ
っ
て
経
と
伝
を
正
し
、
北
京
の
何
悼
に
送
っ
た
。
孟
公

は
何
悼
を
指
す
。
そ
し
て
、
そ
の
十
一
月
に
ふ
た
た
び
宋
離
官
本
と
の

異
同
対
校
を
寄
せ
て
来
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
何
休
(
部
公
は
字
)
注
の

字
の
誤
り
を
正
し
得
た
と
す
る
。
宋
離
官
本
は
、
李
乗
成
が
買
っ
た
宋

葉
官
本
で
、
即
ち
郭
州
官
書
を
指
そ
う
。
こ
の
事
実
は
、
張
爾
音
書
入
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本
の
何
埠
の
識
語
、
復
校
の
日
付
と
相
符
合
す
る
。

四

「
李
広
文
乗
成
」

広
文
は
職
称
で
教
官
。
張
爾
音
書
入
本
の
何
煙
の
識
語
に
言
う
ご
と

く
、
何
煙
、
張
翼
庭
、
侃
穎
仲
の
一
二
人
の
校
勘
で
よ
う
や
く
李
乗
成
ひ

と
り
の
校
勘
に
匹
敵
す
る
程
、
李
乗
成
の
校
勘
は
細
密
で
あ
っ
た
。
張

ム

爾
者
白
書
入
本
の
、
昭
公
四
年
「
楚
子
執
徐
子
」
に
つ
い
て
の
「
人
宮
本
李

校
諸
本
同
」
、
二
一
年
「
宋
華
亥
何
賢
華
定
自
陳
入
子
宋
南
里
以
畔
」
注

「
自
曹
人
子
粛
不
言
宋
」
に
つ
い
て
の
「
官
本
重
言
宋
二
字

李
校
」
、

二
二
年
「
秋
劉
子
単
子
以
王
猛
入
子
玉
城
」
注
「
不
月
者
」
に
つ
い
て

の
「
官
本
作
不
月

李
」
、
三
箇
所
墨
筆
の
校
語
が
見
え
る

無
者
字

の
は
、
李
乗
成
の
校
が
伝
え
ら
れ
て
残
る
も
の
で
あ
る
う
。

八
何
義
門
先
生
家
書
V

(
宣
統
元
年
刊
呉
蔭
培
編
入
義
門
先
生
集
V

に
附
す
)
に
次
の
よ
う
に
名
が
見
え
て
い
る
。

「
・
開
嘉
興
程
噴
家
薬
居
中
間
罰
金
虎
骨
膏
甚
好
，

何
?
近
日
湖
州
船
上
有
本
把
問
書
否
?
乗
成
往
省
下
，
蘇
州
少
一

但
頗
貴
，

京日

収
書
之
人
，
子
遵
比
他
叉
隔
壁
也
。
:
・
」

(
康
煎
五
十
五
年
〉

「
:
・
八
一
医
学
発
明
V
可
謂
宝
書
，
惜
我
不
能
読
;
八
試
効
方
V
不
知

与
所
借
乗
成
之
本
可
以
互
紗
配
足
否
?
亦
可
喜
也
。
八
困
学
紀
間
V

可
以
抄
補
毛
家
欠
葉
脱
字
，
使
其
完
善
大
妙
。

:ι

(
康
照
五
十

六
年
〉

「
:
・
所
寄
八
西
山
昆
訓
唱
集
V
却
修
得
不
到
家
，
抄
本
上
字
我
草
草
対

出
市
乗
成
有
未
儒
者
。
上
巻
叉
闘
了
第
二
十
葉
，
又
一
一
十
二
至
二

十
四
三
葉
。
且
侠
王
六
郎
到
，
今
其
抄
補
也

0

・:」

(
康
照
五
十

七
年
)

「
:
・
麗
天
所
帯
来
書
，
渠
家
父
子
極
一
一
一
口
其
妙
也
。
魯
常
表
弟
尚
未
見

到
。
毛
家
瑞
官
書
皇
甫
持
正
、
李
元
賓
二
本
，
棟
去
可
惜
。
皇
甫

持
正
乗
成
所
対
皇
甫
氏
所
刻
耶
，
即
汲
古
閣
刻
本
也
?
如
即
汲
古

関
刻
本
，
但
対
出
之
字
紗
来
寄
与
我
足
失
。
充
寿
非
所
敢
望
也
。

止
李
一
克
賓
一

一
本
巴
足

L

(
康
照
五
十
八
年
)

五、

「
宋
葉
官
本
」

こ
の
本
は
、
後
掲
の
よ
う
に
A
欽
定
天
禄
琳
政
書
自
V
に
南
宋
刊
部

州
州
学
官
書
と
さ
れ
る
本
で
、
夙
に
康
照
五
六
年
に
何
燥
が
借
関
し
て
、

李
乗
成
の
蔵
に
帰
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
院
氏
八
校
勘
記
V
の
こ
の

注
の
最
後
に
、

「
大
約
都
州
官
書
経
注
本
最
為
精
美
」
と
言
う
ゆ
え
に
、

十
一
一
一
経
局
に
於
い
て
は
無
論
、
宋
梨
官
本
と
部
川
官
書
と
を
同
一
本
と

見
倣
し
て
い
る
。
張
雨
宮
書
入
本
の
校
諸
に
於
い
て
は
、

「
某
官
本
」

と
眉
上
に
記
す
記
述
法
で
あ
っ
て
、

「
那
州
官
官
一
回
」
と
記
す
箇
処
は
み

口
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あ
た
ら
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
何
患
の
識
語
に
那
州
学
官
書
を
も
っ
て

校
し
た
と
あ
る
か
ら
、
校
語
中
の
「
官
本
」
と
「
部
州
学
官
書
」
と
は

同
一
の
本
と
考
え
て
さ
し
っ
か
え
な
い
。
挑
世
鉦
記
す
次
の
二
つ
の
題

識
を
参
考
に
す
る
。

「
宋
刻
公
羊
伝
肢

友
人
半
査
四
兄
見
示
此
本
宋
刻
郭
州
官
書
入
公
羊
解
詰
V
，
復
出
義

門
何
先
生
手
校
毛
氏
汲
古
閣
離
本
注
疏
，
属
為
対
勘
。

大
抵
何
据

A
石
経
V
及
宋
官
本
，
与
此
向
者
十
之
八
;
而
此
書
異
処
弁
灼
然
批

誤
，
別
以
朱
髄
標
記
其
上
。
巻
尾
脱
去
一
葉
，
計
伝
注
約
三
百
余
字
。

余
即
据
何
校
本
抄
補
重
装
。
於
是
出
公
八
解
詰
V
，
人
間
尚
留
此
完

善
之
書
。
蓋
不
独
馬
氏
子
孫
永
以
為
宝
，
儲
質
諸
前
賢
嘉
恵
来
学
之

意
，
亦
弗
嫌
其
妄
作
也
己
。
」
(
乾
隆
一
八
年
序
刊
八
戸
時
守
斎
遺
棄
V

巻
四
所
載
)

「
馬
氏
叢
書
楼
有
何
義
門
先
生
手
校
此
経
。
余
因
嬬
本
借
勘
，
凡
句
読

悉
の
其
旧
。
側
今
回
兄
又
出
家
蔵
宋
部
州
州
学
官
書
，
停
余
覆
校
，

井
記
其
異
同
於
辺
関
之
上
。
義
門
抜
語
:
『
欲
重
開
以
公
諸
人
人
。
』

蓋
其
珍
重
如
此
。
今
原
書
己
帰
江
北
。
余
復
為
移
騰
，
流
布
漸
西
。

倫
有
有
力
者
克
広
其
伝
，
是
亦
何
先
生
嘉
恵
来
学
之
心
所
楽
与
，
宣

独
注
氏
家
塾
珍
秘
而
己
。
乾
隆
丙
寅
挑
世
鉦
記
於
揚
州
寓
斎
。
」

(
八
文
禄
堂
訪
書
記
V
巻
一
所
載
)
即
ち
汲
古
閣
本
八
春
秋
公
羊

注
疏
V
(
北
京
図
書
館
蔵
)
に
記
す
題
識
。

半
査
と
は
馬
日
蹄
(
楊
州
の
人
、
字
侃
号
、
号
は
半
桂
と
も
、
生
卒
年

未
詳
、
馬
日
璃
《
康
照
二
七

i
乾
隆
二

O
》
の
弟
、
八
南
斎
集
V

三
巻

が
あ
り
、
挑
世
鉦
と
の
親
密
さ
を
伝
え
る
)
即
ち
小
玲
瀧
山
館
主
人
。

挑
世
鉦
は
、
何
悼
校
本
の
汲
古
関
本
八
公
羊
注
疏
V
と
宋
刻
部
州
官
書

八
公
羊
解
詰
V
を
対
校
し
た
の
で
あ
っ
て
、
前
者
の
題
識
を
部
州
官
書

の
為
に
、
後
者
の
題
識
を
何
校
毛
本
の
為
に
記
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ

に
よ
れ
ば
、
何
悼
校
す
る
所
(
実
際
に
は
何
煙
が
校
し
て
い
る
の
は
前

項
三
の
資
料
に
よ
っ
て
わ
か
る
)
の
八
石
経
V
と
宋
官
本
に
、
部
州
本

は
八
割
が
た
一
致
す
る
と
い
う
。
従
っ
て
、
宋
官
本
と
都
川
本
は
同
一

の
も
の
で
あ
る
と
し
て
よ
い
証
左
に
な
る
。

康
照
五
六
年
に
李
乗
成
な
る
人
物
が
蔵
し
て
い
た
宋
官
本
は
、
乾
隆

一
一
年
に
い
た
っ
て
、
楊
州
の
馬
氏
に
帰
し
て
い
た
事
実
が
知
ら
れ
る
。

そ
も
そ
も
、
「
官
本
」
「
部
州
学
官
書
」
な
ど
と
い
う
呼
び
名
を
持
つ

ゆ
え
ん
は
、
A
欽
定
天
禄
琳
親
書
目
V
巻
一
、
宋
版
の
項
の
「
八
春
秋
公

羊
経
伝
解
詰
V
仁
胴
」
に
対
す
る
解
題
に
明
ら
か
で
あ
る
。

「
漢
何
休
学
，
十
二
巻
。
休
自
序
。
鋳
刻
年
月
不
載
，
而
字
体
甚
古
。

於
宋
孝
宗
以
上
詳
皆
閥
筆
，
知
為
南
渡
後
刊
。
書
中
毎
間
数
紙
，
凱
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有
真
書
木
印
，

臼
部
州
州
学
官
書
，

日
間
帯
沖
官
書
，
帯
去
準
盗
。
考

王
応
麟
A
玉
海
V
、
成
平
四
年
六
月
詔
:
郡
県
有
学
校
衆
徒
講
諦
之

所
，
賜
九
経
書
一
部
。
大
観
二
年
六
月
，
州
学
蔵
書
閣
賜
名
稽
古
。

則
州
都
諸
学
置
官
書
，
自
宋
初
己
行
之
。
李
心
伝
八
朝
野
雑
記
V
載，

玉
櫓
叔
為
学
官
，
常
請
事
印
諸
経
疏
及
八
経
典
釈
文
V
，
貯
郡
県
以

轄
学
;
或
省
係
銭
各
市
一
本
，
置
之
於
学
。
是
南
渡
後
猶
重
比
挙
。

且
有
準
盗
之
条
，
官
守
為
蒸
厳
失
。

関
補
巻
十
二
末
。
」

(
光
緒
一

O

年
長
沙
王
氏
刊
本
に
よ
る
)

関
筆
に
よ
っ
て
、
南
宋
刊
本
で
あ
る
と
知
ら
れ
る
が
、
刊
記
も
な
い
ら

し
く
詳
細
は
解
ら
な
い
。
書
中
、
数
葉
ご
と
に
真
書
(
措
書
)
の
木
印
、

つ
ま
り
「
部
州
州
学
官
書
」
「
部
沖
官
書
帯
去
準
盗
」
の
印
を
捺
す
と
い

ぅ
。
部
州
は
今
湖
北
省
武
田
日
。
後
者
の
印
は
帯
出
厳
禁
の
意
で
、
学
官

の
蔵
書
に
は
時
に
こ
の
種
の
印
が
あ
る
。

な
お
、
こ
の
書
自
の
巻
首
に
、
乾
隆
皇
帝
が
御
覧
の
書
を
詩
に
詠
じ

た
御
製
の
「
茶
宴
詩
」
(
版
心
題
)
が
あ
り
、
そ
の
内
の
一
句
に
、

「
墨
守
庇
攻
膏
与
育
公
羊
伝
注
疏
紅
印
部
州
諸
紙
湿
公
差
解
詰
即
何
休
注
徐
彦
疏

(注
8

)

(

注
9
)

宋
連
本
末
有
部
州
川
州
尚
子
宮
叩
区
制
恒
景
一
伊
」
(
小
字
は
注
〉

と
あ
る
。
た
だ
し
、
書
目
中
、
八
公
羊
伝
法
疏
V
は
同
じ
く
巻
一
宋
版

の
項
に
「
A
監
本
附
音
春
秋
公
羊
住
疏
V
仁
柑

mw
」

ま
た
巻
七
明
版
の
項

に
「
《
十
三
経
注
疏
V
一
一
一
計
二
惜
冊
一
」
(
「
・
:
此
明
北
監
本
也
:
」
と
著
録
)

が
あ
る
の
み
で
あ
る
。

八
玉
海
V

A
朝
野
雑
記
V
と
も
に
宋
代
学
官
が
蔵
書
を
重
ん
じ
た
事

実
を
記
し
た
資
料
と
し
て
あ
げ
る
。
「
閥
補
巻
十
二
末
」
は
、

馬
氏
叢

書
楼
に
於
い
て
挑
世
鉦
が
「
据
何
校
本
抄
補
重
装
」
し
た
事
実
を
指
す
。

乾
隆
一
一
年
に
は
楊
州
の
馬
氏
の
蔵
本
で
あ
っ
た
が
、
乾
隆
四

O
年

以
前
に
は
昭
仁
殿
に
帰
し
て
い
た
。

「
張
翼
庭
、
促
穎
仲
」

会
議
門
先
生
集
V
に
附
す
る
八
義
門
弟
子
姓
氏
録
V
に
、
「
張
翼
庭
」

の
名
が
み
え
る
。
張
進
、
字
翼
庭
o
A
何
義
門
先
生
家
書
V
巻
一
に
収

め
る
康
照
五
五
年
の
家
書
に
次
の
よ
う
に
み
え
る
。

「
・
:
毎
日
必
至
下
午
，
与
衆
人
斉
散
。
故
顧
先
生
及
子
遵
田
字
皆
遅
発

也
。
慨
深
病
体
何
如
?
我
無
扇
子
一
舗
中
，
要
師
洛
、
彦
検
、
斗
・
文
、

卓
人
、
雲
上
、
倫
序
、
明
古
舛
入
、
翼
庭
、
僚
深
、
淑
師
合
景
写
一

把
小
字
扇
来
，
不
周
為
号
及
称
呼
也
。
:
・
」

ム

張
繭
音
書
入
本
の
相
公
二
年
、
「
突
帰
子
鄭
一
の
注
、
「
常
言
鄭
突
」

に
「
当
宝
A

一
張
一
校
」
と
朱
筆
に
て
残
さ
れ
た
校
の
、

{
張
校
」
は
お
時
セ
hj

く
張
翼
庭
の
校
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
。
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侃
頴
仲
に
つ
い
て
は
今
未
詳
。

七

「
恵
棟
云
」

恵
棟
が
こ
の
識
語
を
記
し
た
事
実
は
、
張
爾
音
書
入
本
に
よ
っ
て
明

確
で
あ
る
。
こ
の
識
語
が
伝
え
ら
れ
る
の
で
、
恵
棟
校
本
と
い
う
名
が

あ
た
え
ら
れ
る
。

八
、
「
曹
通
政
寅
所
蔵
宋
本
八
公
羊
V
」

曹
寅
は
、
字
子
清
。
棟
亭
、
嘉
軒
、
雪
樵
、
柳
山
麓
受
な
ど
と
号
す
。

生
卒
年
は
順
治
一
五
1
康
照
五
一
。
千
山
(
遼
寧
省
)
の
人
。
官
は
通

政
使
。
季
振
宜
(
泰
興
の
人
、
崇
禎
一
二
l
?
、
順
治
四
年
進
士
)
と
徐

乾
学
(
昆
山
の
人
、
崇
禎
三
1
康
照
三
一
二
)
所
蔵
の
書
を
多
く
得
る
。

そ
の
著
八
棟
亭
書
目
V
(
八
遼
海
叢
書
V
第
八
集
所
収
)
巻
一
に
「
春
秋

公
羊
伝
獣
本
一
時
一
腔
橡
何
休
序
注
十
一
一
」
と
著
録
す
る
の
が
こ
の
「
宋
本
八
公

羊
V
」
に
相
当
し
、
そ
し
て
、
こ
の
本
は
後
に
上
海
酒
芽
楼
の
蔵
に
な
っ

て
、
北
京
図
書
館
の
現
蔵
と
な
る
。
A
酒
菟
楼
蟻
余
書
録
V

A
蔵
園
霊
書

経
眼
録
V

A
中
国
古
籍
善
本
書
目
V
に
そ
れ
ぞ
れ
著
録
が
あ
る
。
汲
古

(
注
刊
)

閣
か
ら
棟
亭
に
移
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
聞
に
、
孫
朝
譲
(
万
暦
二

八
?
1
康
照
二
九
?
)
の
蔵
を
も
経
て
い
る
。

銭
謙
益
(
常
熟
の
人
、
万
暦
一
0
1
康
照
三
)

の
〈
緯
雲
楼
書
目
V

に
「
宋
板
公
羊
伝
十
二
巻
」
(
小
字
は
陳
景
雲
の
注
)
が
あ
り
、

」
の
本

は
、
同
じ
常
熟
の
銭
曽
(
崇
禎
二

i
康
照
四

O
)
の
八
述
古
堂
蔵
書
目
V

巻
一
に
「
何
休
春
秋
公
羊
伝
解
詰
十
二
巻
釈
文
一
巻
四
本
」
と
著
録
さ

れ、
A
季
治
葦
蔵
書
目
V
延
令
宋
板
に
「
公
羊
経
伝
十
二
巻
四
本
」
、
ま

た
会
基
雷
一
敏
求
記
V
(
章
鉦
校
証
本
)
「
春
秋
公
羊
経
伝
何
休
解
詰
十
二

巻
釈
文
一
巻
此
北
宋
本
之
精
絶
者
。
故
附
釈
文
於
経
伝
後
。
若
南
宋
人

鎮
刻
，
使
散
入
逐
条
注
下
失
。
」
(
「
此
北
宋
本
」
以
下
銭
曽
注
〉
と
著
録

さ
れ
る
本
に
同
一
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
が
、
こ
の
曹
棟
亭
旧
蔵
本
と

何
ら
か
の
関
係
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

九

「
萄
大
字
本
」

諸
家
目
録
に
著
録
が
見
え
な
い
、
今
伝
わ
ら
ぬ
一
本
で
あ
る
。
張
爾

者
同
書
入
本
の
原
表
紙
に
記
す
、
校
勘
に
用
い
た
版
本
の
列
挙
の
ひ
と
つ

に
「
萄
本
公
羊
校
経
注
三
弓
」
と
あ
る
の
が
即
ち
こ
れ
で
あ
る
。
「
三

弓
」
と
い
う
表
現
か
ら
解
る
よ
う
に
、
首
三
巻
の
み
の
校
勘
に
用
い
ら

れ
て
い
る
。
無
論
、
萄
大
字
本
の
三
巻
で
は
な
く
、
汲
古
閣
本
の
三
巻

で
あ
る
。
こ
の
書
入
本
の
巻
三
末
〈
即
ち
八
隠
公
V
の
末
〉
に
康
照
五
六

年
何
煙
が
、
こ
の
萄
大
字
本
を
借
開
校
勘
し
た
旨
を
記
す
識
語
が
あ
り
、

何
患
は
、
既
に
こ
の
萄
大
字
本
を
目
に
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。



た
だ
、
張
爾
脅
書
入
本
を
み
る
と
、
巻
三
ま
で
に
と
ど
ま
ら
ず
、
巻

四
以
降
に
も
「
大
字
本
作
某
」
と
い
う
校
勘
の
記
述
が
朱
筆
で
あ
ら
わ

れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
誰
が
関
与
し
た
も
の
で
あ
る
の
か
を
明

確
に
知
り
得
る
資
料
は
な
い
。
庇
氏
八
校
勘
記
序
V
に
は
、
「
今
更
以

何
健
所
校
萄
大
字
本
・
:
」
と
記
し
て
い
る
か
ら
、
十
三
経
局
で
は
、
萄

大
字
本
に
関
与
し
た
人
を
何
患
の
み
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

し
か
し
、
「
萄
大
字
本
作
某
」
と
い
う
校
勘
の
記
述
は
、
既
氏
八
校
勘

記
V
の
中
に
、
張
繭
脅
書
入
本
の
中
の
そ
れ
よ
り
も
数
多
く
あ
ら
わ
れ

る
。
そ
し
て
、
そ
の
両
者
は
、
必
ら
ず
し
も
一
致
す
る
わ
け
で
は
な
く
、

む
し
ろ
相
補
い
あ
う
よ
う
に
み
え
る
。

十

「
元
版
注
疏
」

張
爾
音
書
入
本
の
、
原
表
紙
に
記
さ
れ
た
、
校
勘
に
用
い
ら
れ
た
版

本
の
列
挙
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
元
板
校
疏
」
が
こ
の
元
版
に
あ
た
る
。

無
論
、
「
校
疏
」
と
い
う
記
述
は
元
板
が
単
疏
本
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す

る
の
で
は
な
く
、
主
と
し
て
元
板
を
疏
文
の
対
校
に
用
い
た
事
を
意
味

す
る
。首

題
や
尾
題
に
朱
筆
で
「
監
本
附
音
」
と
つ
け
加
え
て
い
る
と
こ
ろ

か
ら
、
こ
こ
に
言
う
元
板
と
は
、
元
刊
A
監
本
附
音
春
秋
公
羊
註
疏
V

二
八
巻
を
指
す
で
あ
ろ
う
。
庇
元
が
そ
の

A
十
三
経
注
疏
V
の
底
本
に

用
い
た
い
わ
ゆ
る
十
行
本
注
疏
で
あ
る
。
八
公
羊
V
の
注
疏
本
に
お
い

て
は
、
宋
版
が
存
在
せ
、
ず
、
し
か
も
ま
た
、
何
短
も
「
惜
無
単
本
腕
校

統
文
脱
識
也
」
(
張
爾
脅
書
入
本
巻
三
末
識
語
)
と
嘆
く
よ
う
に
、
当
時
、

即
ち
何
氏
の
康
照
、
ま
た
吏
に
恵
氏
の
乾
隆
、
院
氏
の
嘉
慶
、

い
ず
れ

の
時
代
に
も
単
疏
本
八
公
羊
V
を
見
得
な
か
っ
た
か
ら
、
十
行
本
を
用

い
た
疏
文
の
校
勘
は
、
頗
る
意
義
が
あ
っ
た
。

恵
棟
の
政
語
の
文
脈
か
ら
で
は
、
こ
の
元
版
注
疏
を
何
氏
が
校
し
た

の
か
、
恵
棟
が
佼
し
た
の
か
、

(
注
目
)

な
の
か
判
然
と
し
な
い
。
目
に
し
た
本
が
元
刊
本
か
元
刊
明
修
本
か
の

あ
る
い
は
ま
た
恵
棟
が
重
校
し
た
も
の

差
異
も
明
確
で
は
な
い
。
玩
氏
八
校
勘
記
V
に
於
い
て
は
、
疏
文
に
つ

い
て
「
何
校
本
作
某
」
な
ど
の
校
語
が
多
く
見
え
る
と
こ
ろ
か
ら
、
総

じ
て
、
こ
の
一
万
版
注
疏
を
用
い
て
校
勘
に
関
与
し
た
の
は
何
氏
で
あ
る

と
判
断
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
庇
氏
A
技
勘
記
V
の
中
で
、
「
補

刊
本
某
誤
某
」
の
如
く
、
原
刊
本
と
後
修
本
と
の
差
異
を
明
ら
か
に
し

(
注
目
)

て
い
る
の
は
、
十
三
経
局
に
よ
る
校
勘
で
あ
る
。

な
つな
て お
し、、

たこ
の の
に十
、行

昭本
文 A
の公
王羊
振註
声室開
"，13 w 
嘉)に

慶つ
ニい
1 て
同
治詳
四細
〉な

が校
い勘
るを
。行

宮
里
の
翠
氏
の
為
に
校
書
に
あ
た
っ
た
も
の
で
、
そ
の
校
勘
の
成
果
は
、
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八
鉄
琴
銅
剣
楼
蔵
書
目
録
V
巻
五
「
監
本
附
音
春
秋
公
羊
註
疏
二
十
八

〈
注

M
)

巻
宋
刊
本
」
の
項
に
収
め
ら
れ
る
。
そ
の
解
題
に
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

「
庇
氏
校
勘
此
経
，
最
多
疏
舛
。
其
所
拠
者
僅
何
氏
煙
校
本
。
何
校
繋

汲
古
関
本
。
其
与
十
行
本
異
同
多
未
之
挙
，
反
有
以
何
校
毛
本
誤
為

十
行
本
者
，
不
知
毛
本
誌
而
十
行
本
未
読
也
。
」

特
に
、
疏
文
に
つ
い
て
庇
氏
八
校
勘
記
V
の
誤
り
を
訂
し
、
毛
本
と
十

行
本
の
差
異
、
ま
た
何
校
本
と
十
行
本
の
差
異
、
な
ど
に
つ
い
て
詳
細

に
検
討
し
て
い
る
。
こ
の
校
勘
記
の
王
氏
の
手
稿
本
が
上
海
図
書
館
に

蔵
さ
れ
て
い
る
。

(
注
目
)

一
九
二
二
年
に
蒋
汝
藻
(
呉
興
の
人
、
光
緒
一
即
一
八
七
五

?
i
一
九

五
四
)
が
宋
刊
単
疏
本
を
北
京
で
入
手
し
、
自
ら
精
抄
本
を
副
録
し
て

(
注
国
〉

同
郷
の
劉
承
幹
(
光
緒
八
即
一
八
八
二

i
一
九
六
一
二
)
に
与
え
た
。
劉

承
幹
は
一
九
二
八
年
に
阪
氏
八
技
勘
記
V
を
補
う
形
で
校
勘
記
を
つ
く

(
注
ロ
)

り
、
単
疏
本
に
附
し
て
公
刊
し
、
嘉
業
堂
叢
書
に
収
め
た
。
原
本
は
後

(
注
目
)

に
南
海
の
潜
宗
周
(
成
豊
六
即
一
八
五
六
i
一
九
三
九
)
を
経
て
、
北

京
図
書
館
の
現
蔵
に
な
る
。

十
一
、
「
石
経
」

何
煙
が
康
照
五
六
年
に
八
石
経
V
と
対
校
し
た
事
は
前
述
し
た
。
当

時
、
八
開
成
石
経
V
は
拓
本
に
よ
っ
て
容
易
に
自
に
す
る
こ
と
が
で
き

(
注
羽
)

た。
A
経
義
考
V
巻
二
八
八
刊
石
二
に
著
録
す
る
「
唐
国
子
学
石
経
存
」

が
即
ち
こ
れ
で
あ
る
。
清
初
に
は
顧
炎
武
(
昆
山
の
人
、
万
暦
四
一

i

康
照
二
一
〉
が
八
石
経
考
V
を
著
し
、
乾
隆
の
初
に
は
、
杭
世
駿
(
仁

(
注
m
m〉

和
の
人
、
康
照
三
五

1
乾
隆
三
八
)
が
八
石
経
考
異
V
を
、
嘉
慶
の
初

に
は
、
厳
可
均
(
宛
平
の
人
、
乾
隆
二
七

1
道
光
二
三
)
が
八
唐
石
経

ハ
注
明
。

校
文
V
を
著
し
、
彰
元
瑞
(
南
昌
の
人
、
薙
正
九
1
嘉
慶
八
〉
の
八
石

経
考
文
提
要
V
が
期
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
康
照
、
乾
隆
、
嘉
慶
、

い
ず
れ
の
時
代
に
も
、
原
拓
本
ま
た
は
放
異
の
研
究
著
作
を
通
じ
て
、

〈
注
詑
〉

八
石
経
V
に
接
し
校
勘
す
る
の
は
容
易
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

十
二
、
「
朱
墨
別
異
」

恵
棟
は
お
そ
ら
く
、
何
患
と
自
ら
の
校
勘
の
記
述
に
、
朱
と
墨
で
区

別
を
つ
け
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
院
氏
八
一
校
勘
記
V
に
於
い
て

も
「
今
不
能
詳
」
と
言
う
如
く
、
そ
の
朱
墨
の
区
別
は
困
難
で
あ
る
。

(
注
泊
)

張
爾
者
書
入
本
も
し
か
り
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
が
ま
た
、
恵

棟
の
識
語
の
解
釈
に
い
く
つ
か
の
可
能
性
を
残
し
て
し
ま
っ
た
。
つ
ま

り
、
「
何
氏
所
技
」
が
ど
こ
ま
で
か
か
っ
て
ゆ
く
の
か
、
と
い
う
解
釈
に

つ
い
て
で
あ
る
。



そ
こ
で
、
張
爾
脅
書
入
本
の
校
語
を
詳
細
に
検
討
し
て
朱
墨
の
区
別

を
推
測
し
て
み
る
が
、
「
棟
案
」
と
す
る
恵
棟
の
案
語
に
も
、
朱
あ
り

墨
あ
り
で
、
分
別
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
明
ら
か
に
言
え
る
の
は
次

の
二
つ
の
こ
と
だ
け
で
あ
る
。
ひ
と
つ
は
、
宋
袈
官
本
、
萄
大
字
本
、

克
版
注
疏
に
つ
い
て
の
校
語
は
全
て
朱
筆
に
よ
る
も
の
で
、

八
石
経
V

に
つ
い
て
の
校
語
は
朱
と
墨
と
両
用
で
あ
る
こ
と
。
も
う
ひ
と
つ
は
、

曹
寅
蔵
宋
本
を
指
す
で
あ
ろ
う
「
宋
本
」
に
つ
い
て
の
校
語
は
、
朱
筆

の
「
宋
本
三
字
批
二
」
(
定
公
十
年
三
月
注
「
三
大
夫
出
不
月
者
」

つ
い
て
の
校
語
)
と
す
る
一
箇
条
の
み
で
あ
る
こ
と
。

た
だ
、
既
氏
八
校
勘
記
V
中
に
、
「
宋
本
」
の
名
が
張
隅
者
図
書
入
本

に
比
し
て
多
く
み
え
る
の
は
、
十
三
経
局
が
用
い
た
恵
棟
校
本
に
は
、

〈
宋
本
〉
に
つ
い
て
の
校
語
が
よ
り
多
く
残
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ

、4
3

h
hノ

4μ
，‘

以
上

一
一
項
目
の
検
討
か
ら
概
観
す
る
な
ら
ば
、
何
躍
は
、
官
本
、

萄
本
、
八
石
経
V
を
校
じ
、
何
帰
は
元
版
注
疏
を
校
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

恵
棟
は
、
萄
本
、
元
版
注
疏
に
つ
い
て
重
校
し
た
か
も
知
れ
な
い
が
確

証
は
な
い
。
曹
寅
蔵
宋
本
は
校
し
た
。
ま
た
、

A
石
経
V
に
つ
い
て
は

自
ら
重
校
し
て
い
る
可
能
性
が
大
い
に
高
い
。
と
し
て
察
す
る
に
、
こ

の
恵
棟
の
識
語
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
解
釈
す
る
の
が
無

難
で
あ
ろ
う
か
。

「
曹
寅
所
蔵
宋
本
を
校
し
、
何
氏
の
、
宋
襲
官
本
、
萄
大
字
本
、
元
版

注
疏
に
つ
い
て
の
校
勘
を
策
合
し
、
更
に
、
既
に
何
氏
も
校
し
て
い

る
が
、

八
石
経
V
を
参
校
し
、
朱
筆
と
墨
筆
で
区
別
を
示
す
。
」

八
石
経
V
に
つ
い
の
校
諾
が
朱
墨
両
用
で
あ
る
と
い
う
の
も
、
「
井
参
」

と
い
う
こ
と
の
意
味
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
何
患
の
、

官
本
の
校
語
に
比
し
て
、
恵
棟
の
宋
本
の
校
語
が
移
し
く
少
な
い
の
は

ま
た
、
恵
棟
の
校
勘
に
対
す
る
姿
勢
と
、
何
煙
の
そ
れ
と
の
違
い
を
意

味
す
る
の
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

十
一
二
、
「
笑
酉
冬
月
識
」

張
爾
岩
田
書
入
本
の
巻
二
八
の
最
終
葉
の
、
何
煙
、
恵
棟
の
識
語
と
同

じ
箇
所
に
、
「
壬
成
六
月
十
八
乙
己
始
廿
六
日
発
丑
畢
、
庚
午
一
ニ
月
初

五
成
申
重
関
、
壬
申
二
月
十
七
日
己
酉
復
関
松
崖
」
と
朱
筆
で
記
す
。

壬
成
は
乾
隆
七
年
、
庚
午
は
乾
隆
一
五
年
、
壬
申
は
乾
隆
一
七
年
、
突

酉
は
乾
隆
一
八
年
。
恵
棟
は
三
度
に
亘
っ
て
関
し
、
五
六
歳
の
時
に
題

識
を
記
し
た
。

十
四
、
「
大
約
部
州
官
書
経
注
本
最
為
精
美
」
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前
述
の
王
振
声
が
、
八
鉄
琴
銅
剣
楼
蔵
書
目
録
V
巻
五
「
春
秋
公
羊

経
伝
解
詰
十
二
巻
宋
刊
本
」
の
項
に
解
題
を
記
し
て
言
う
。

「
院
氏
八
校
勘
記
V
称
部
州
官
書
経
注
本
最
為
精
美
。
今
孜
此
本
，
足

以
孜
訂
部
本
者
頗
多
。
」
此
本
と
は
宋
紹
照
二
年
建
安
余
仁
仲
万
巻
堂
刊

本
の
こ
と
。
更
に
言
う
。

「
観
八
記
V
中
別
載
数
条
，
併
言
有
闘
葉
両
処
柚
臨
ん
。
似
獲
見
此
本
。

不
知
何
以
未
経
備
録
，
且
引
拠
各
本
目
録
中
亦
不
載
及
，
殊
不
可
解
。

揚
州
問
礼
堂
迂
氏
近
有
翻
本
，
款
式
相
同
，
惟
一
経
伝
刻
，
不
無
謁

脱
，
其
句
読
圏
法
失
去
大
半
。
斯
回
無
関
宏
旨
而
識
字
未
経
訂
正
。

且
復
転
拠
他
本
，
多
所
刊
改
，
是
正
回
多
，
沿
議
亦
不
少
。
用
悉
校

録
於
後
，
井
略
加
弁
正
，
停
覧
者
無
惑
景
。
」

八
記
V
と
は
庇
氏
A
技
勘
記
V
。
こ
の
八
校
勘
記
V
の
中
に
、
余
仁
仲

本
に
つ
い
て
の
校
語
は
、
隠
公
巻
第
一
元
年
伝
「
元
年
者
何
」
、
ま
た
注

(
注
目
〉

「
十
二
月
之
撫
号
」
に
対
し
て
の
二
条
の
み
で
あ
る
。
そ
し
て
、
倍
公

巻
十
一
、
十
五
年
と
文
公
巻
十
四
、
十
三
年
の
二
箇
所
に
、
余
仁
仲
本

の
閥
葉
各
一
頁
の
記
述
が
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
従
っ
て
、
十
三
経
局
で

は
、
余
仁
仲
本
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
あ
る
が
、
何
故
仔
細
に

校
せ
ず
、
更
に
ま
た
、

八
引
拠
各
本
目
録
V
に
も
載
せ
な
い
の
か
、
不

可
解
で
あ
る
、
と
言
う
。

考
え
ら
れ
る
の
は
、
原
本
を
目
に
し
た
の
で
は
な
く
、
他
の
校
本
の

校
語
を
用
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

張
璃
音
書
入
本
に
も
、
朱
筆
で
余
仁
仲
本
の
校
語
を
伝
え
る
が
、
校

勘
に
用
い
た
版
本
の
列
挙
の
中
に
も
、
そ
の
他
肱
文
の
内
に
も
、
余
仁

仲
本
の
名
は
一
切
見
え
な
い
。

葉
徳
輝
の
「
校
宋
本
公
羊
伝
注
疏
二
十
八
巻
汲
古
関
本
」
肱
(
〈
部
園

読
書
志
V
巻
二
〉
に
よ
れ
ば
、
こ
の
校
本
中
に
も
余
仁
仲
本
の
名
が
校

語
に
み
え
る
が
、
誰
に
よ
る
校
で
あ
る
か
は
明
確
で
な
い
。

「
・
:
書
中
引
校
本
，
今
惟
余
仁
仲
本
道
光
中
注
中
間
礼
堂
例
刻
，
宋
刻

原
本
猶
蔵
常
熟
塵
氏
，
余
則
散
亡
久
失
。
嘉
慶
二
十
一
年
院
文
達
刻

八
十
三
経
注
疏
V
子
南
昌
府
学
，
撰
八
公
羊
校
勘
記
V
，
引
拠
単
経

注
疏
各
本
，
僅
載
恵
校
何
本
，
余
皆
関
、
監
、
毛
刻
諸
本
。
当
時
余

仁
仲
本
在
同
郷
友
人
家
，
不
知
何
以
未
暇
借
校
，
且
八
校
勘
序
V
中

亦
未
語
及
，
皆
事
理
之
不
可
解
者
。
」

何
ら
か
の
か
た
ち
で
、
余
仁
仲
本
の
存
在
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
〈
序
V
に
も
A
引
拠
各
本
目
録
V
に
も
録
さ
な
い

の
は
何
故
か
と
い
う
疑
問
が
残
る
。

余
仁
仲
本
の
う
ち
、
北
京
図
書
館
現
蔵
本
は
、
潜
氏
宝
礼
堂
旧
蔵
に

係
り
、
八
宝
礼
堂
宋
本
書
録
V
に
著
録
す
る
。
季
振
宜
、
徐
乾
学
を
経
て
、



嘉
慶
道
光
間
に
は
注
喜
孫
(
江
都
の
人
、
乾
隆
五
一

r
l
道
光
二
八
)
の

(
注
お
)

蔵
に
な
り
、
後
に
黄
彰
年
(
貴
筑
の
人
、
道
光
二

i
光
緒
一
五
)
の
目

(
注
訪
〉

を
経
て
、
李
新
吾
、
京
克
文
の
逓
蔵
一
に
な
る
。

も
う
ひ
と
つ
、
台
北
故
宮
博
物
院
現
蔵
本
は
、
四
部
叢
刊
初
編
に
影

印
さ
れ
る
一
本
で
、
常
熟
寝
氏
の
皮
蔵
に
係
る
。
や
は
り
季
振
宜
が
蔵

(
注
幻
〉

し
、
乾
隆
の
際
に
蒋
宗
海
(
丹
徒
の
人
)
が
有
し
、
嘉
慶
二
二
年
に
黄

〈
注
お
〉

不
一
烈
(
呉
県
の
人
、
乾
隆
二
八

1
道
光
五
)
が
購
入
し
た
。
道
光
年
間

に
迂
土
鐘
(
長
洲
の
人
)
に
渡
り
、
、
成
豊
年
間
に
文
登
(
山
東
省
)
の

(
注
油
)

子
氏
小
誤
鱒
館
が
蔵
し
た
。

二
本
の
伝
流
を
備
撤
す
る
だ
け
で
も
、
何
煙
、
恵
棟
、
十
三
経
局
、

そ
れ
ぞ
れ
が
余
仁
仲
本
を
自
に
し
得
る
状
況
に
は
あ
っ
た
と
言
え
よ
う

が
、
実
際
に
校
勘
に
用
い
た
と
す
る
識
語
は
伝
わ
ら
な
い
。

康
照
問
、
何
患
に
つ
い
て
、
余
仁
仲
本
と
の
関
わ
り
を
見
て
み
る
と
、

八
愛
日
精
庫
蔵
書
志
V
巻
五
に
次
の
如
き
著
録
が
あ
る
の
を
参
考
に
す

る。「
春
秋
公
羊
経
伝
解
詰
十
二
巻
鰭
…
怨
主
演
何
休
学
，
後
有
経
伝
住
音

義
字
数
三
行
，
余
仁
仲
刊
於
家
塾
一
行
，
上
方
臨
恵
氏
評
閲
語
。
巻

三
後
題
識
云
:
『
借
萄
本
大
字
技
比
三
巻
。
部
川
州
学
官
書
最
為
精

善
。
惜
無
単
疏
本
授
疏
文
脱
誤
也
。
康
照
五
十
六
年
冬
十
月
望
日
小

山
何
燈
記
。
』
「
康
照
丁
酉
冬
仮
同
門
李
広
文
乗
成
所
買
宋
察
官
本
手

校
。
再
令
張
翼
庭
、
侃
穎
仲
各
校
一
過
。
今
以
其
手
校
本
相
勘
，
猶

有
漏
落
。
三
人
僅
敵
一
手
。
何
乗
成
之
心
如
糸
髪
也
。
書
以
識
悦
。

己
亥
初
夏
何
仲
友
。
』
萄
本
技
経
注
三
巻
。
元
板
挟
疏
，
宋
襲
官
本
校

経
注
全
。
唐
石
経
校
経
。
恵
松
山
居
評
問
。
」

要
す
る
に
、
張
爾
音
書
入
本
の
抜
文
と
同
じ
も
の
が
移
写
さ
れ
て
い
る

わ
け
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、

「
臨
何
氏
技
宋
余
仁
仲
本
」
を
ど
う
解
釈

す
る
か
が
問
題
に
な
る
。
結
論
を
先
に
言
え
ば
、
何
氏
の
校
記
を
臨
抄

し
た
宋
余
仁
仲
本
、
と
と
る
の
が
適
切
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
、

〈
公
羊
経
伝
解
詰
V
十
二
巻
と
い
う
書
名
と
巻
数
は
、
経

注
本
に
の
み
の
も
の
で
あ
り
、
経
注
本
の
う
ち
、
宋
繋
官
本
は
、
張
金

吾
(
乾
隆
五
二

1
道
光
九
〉
の
時
、
宮
中
に
帰
し
て
い
る
。
ま
た
他
に
、

萄
大
字
本
や
曹
寅
所
蔵
宋
本
も
あ
っ
た
が
、
若
し
こ
れ
ら
の
い
ず
れ
か

で
あ
る
と
す
れ
ば
、
板
種
を
明
確
に
し
る
す
は
ず
で
あ
る
。

一
般
に
、

清
代
の
書
自
の
著
録
法
と
し
て
、
著
録
本
が
通
行
本
で
あ
れ
ば
そ
の
板

種
を
省
略
し
て
、
重
視
す
る
べ
き
性
格
の
み
を
し
る
す
。
し
か
る
に
、

八
公
羊
V
の
経
注
本
は
通
行
本
で
な
か
っ
た
。
従
っ
て
、
「
宋
余

当
時
、

仁
仲
本
」
と
い
う
の
は
、
こ
の
著
録
本
の
板
種
を
示
す
記
述
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

qu 



た
だ
、
経
注
本
に
「
元
板
挟
疏
」
と
い
う
疏
の
校
語
を
臨
抄
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
、

い
ず
れ
に
せ
よ
、

「
何
氏

な
ど
の
疑
問
は
残
る
が
、

が
余
仁
仲
本
を
校
し
た
も
の
を
臨
抄
し
た
通
行
本
」
と
い
う
解
釈
は
適

切
で
な
い
。

八
愛
日
精
慮
蔵
書
志
V
は
、
増
補
の
の
ち
、
道
光
七
年
の
顧
広
折
の

序
を
も
っ
て
刻
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
こ
に
著
録
す
る
宋
余
仁
仲
本
と

は
、
道
光
四
年
間
礼
堂
刻
す
る
と
こ
ろ
の
翻
余
仁
仲
本
で
あ
る
可
能
性

が
古
同
い
。

何
氏
の
校
語
を
、
余
仁
仲
本
に
臨
診
す
る
の
は
、
か
く
意
味
が
あ
る

の
で
あ
る
か
ら
、
何
氏
の
校
語
に
、
余
仁
仲
本
に
関
す
る
も
の
が
あ
っ

た
と
は
考
え
に
く
い
。

次
に
、
乾
隆
の
際
、
余
粛
客
(
呉
郡
の
人
、
羅
正
七

1
乾
隆
四
二
)

(
注
鈎
)

の
八
古
経
解
鈎
況
V
を
み
る
な
ら
ば
、
そ
の
巻
こ
こ
に
「
何
校
余
本
」

(
注
お
)

か
ら
の
引
証
が
四
箇
所
に
み
え
る
。
恵
棟
に
近
か
っ
た
余
粛
客
が
「
何

校
余
本
」
と
い
う
か
ら
に
は
、
恵
棟
は
余
仁
仲
本
を
校
し
て
は
い
な
か

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
何
校
余
本
」
と
い
う
が
、

何
氏
に
よ
る
余
仁
仲
本
の
校
語
で
あ
る
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
も
、
乾

隆
以
前
に
既
に
余
仁
仲
本
に
つ
い
て
の
校
記
が
伝
え
ら
れ
て
い
た
こ
と

は
、
注
意
す
る
に
値
す
る
。

更
に
、
嘉
慶
の
時
、
十
三
経
局
に
よ
る
八
技
勘
記
V
に
み
ら
れ
る
余

仁
仲
本
に
つ
い
て
の
校
語
の
う
ち
、
隠
公
元
年
の
二
条
の
校
語
は
、
張

繭
脅
書
入
本
に
な
い
所
で
あ
っ
て
、
十
三
経
局
で
は
恵
棟
校
本
に
拠
る

以
外
に
、
独
自
に
原
本
に
接
し
得
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ

に
過
ぎ
る
。

れ
に
し
て
も
た
つ
た
数
条
の
み
の
校
語
を
加
え
る
だ
け
と
い
う
の
も
粗

い
っ
た
い
、
余
仁
仲
本
に
つ
い
て
、
現
存
す
る
こ
種
と
、
張
繭
書
書

入
本
、
院
氏
A
按
勘
記
V
が
そ
れ
ぞ
れ
拠
っ
た
と
思
わ
れ
る
も
の
と
、

関
係
が
あ
る
の
か
ど
う
か
、
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
各
本
の
関
葉
箇

こ
と
に
な
る
。

所
を
整
理
す
る
こ
と
を
手
が
か
り
と
し
て
み
て
み
る
と
以
下
の
よ
う
な

ω巻
五
億
公

一
五
年

「
久
也
」
の

「
也
」
か
ら

一
六
年
「
易

為
先
言
六
而

後
」
ま
で

張

×

校レ
I
M

，寸
J
円四

帥
巻
五
億
公

二
六
年

「
日
旬
為
重
師
」

の
「
重
師
」

か
ら
「
必
自

此
始
世
」
の

「
必
自
」
ま
で

×
 

0
 

0
 

0
 

OOx 

的
巻
六
文
公

九
年
末

「
余
本
脱
一

頁
此
起
」

OOOx 

判
巻
六
文
公

十
三
年

「
少
差
」
か

ら
同
年
「
難

不
」
ま
で

。N
末巻

十

× 

。xOO

r一、o x x 
¥_j 

組
張
H
張
爾
音
書
入
本
が
拠
る
本
、
校
H
庇
氏
八
技
勘
記
V
が
拠
る
本
、
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北
H
北
京
図
書
館
本
(
但
し
、

八
宝
礼
堂
米
本
書
録
V
に
よ
る
)
四
日

四
部
叢
刊
本
、
×
印
は
閥
葉
、

O
印
は
不
閥
、
北
京
図
書
館
本
付
〔
×
〕

は
、
「
巻
六
」
と
の
み
著
さ
れ
て
い
て
、
こ
の
笛
所
か
ど
う
か
は
不
明

の
音
吋要

す
る
に
、
ど
れ
と
ど
れ
が
一
致
す
る
と
い
う
こ
と
が
な
い
。
あ
え

て
一
一
一
一
日
う
な
ら
ば
、

八
技
勘
記
V
で
は
、
恵
棟
校
本
か
ら
抄
出
す
る
時
に
、

M
W
と
ω
刊
の
閥
葉
に
つ
い
て
漏
落
し
て
し
る
さ
な
か
っ
た
と
言
え
る
か
も

知
れ
な
い
。
と
に
角
、
若
し
原
本
に
接
し
得
た
な
ら
ば
、

八
序
V
に
も

一
部
す
は
ず
で
あ
る
し
、
詳
細
な
校
語
が
あ
っ
て
然
る
べ
き
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
は
、
何
煙
、
恵
棟
に
も
言
え
る
こ
と
で
あ
る
。

何
故
、
余
仁
仲
本
は
こ
の
よ
う
な
不
可
解
な
流
伝
を
た
ど
る
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
唯
一
、
確
か
に
原
本
に
接
し
て
、
密

な
校
勘
に
従
事
す
る
を
得
た
の
は
、
昭
文
の
王
振
声
の
み
で
あ
っ
た
。

注
(1) 

戚
庸
が
恵
棟
校
本
を
用
い
た
事
実
に
つ
い
て
は
、
次
の
資
料
が
あ
る
。

「
校
宋
本
公
羊
伝
注
疏
二
十
八
巻
空
白
関
本

校
宋
本
八
公
羊
伝
注
疏

Y
干
八
巻
，
康
照
丁
酉
何
仲
友

M
山一一み門

以
宋
繋
官
本
校
子
毛
菅
汲
古
関
刻
注
疏
本
上
，
乾
隆
美
酉
恵
松
山
居
徴

君
棟
拠
何
校
，
増
入
曹
通
政
寅
所
蔵
宋
本
、
萄
大
字
本
、
元
版
注
統

本
重
校
一
本
。
其
小
門
生
朱
邦
衡
臨
校
之
。
乾
隆
突
丑
戚
在
東
鋸
堂

亦
臨
校
一
部
。
其
年
七
月
段
懸
堂
玉
裁
叉
臨
一
部
。
江
鉄
君
況
復
従

段
臨
過
録
此
本
，
以
胎
其
門
下
士
陳
碩
父
島
。
集
於
成
豊
紀
元
手
書

其
伝
授
子
巻
端

0

・
:
」
(
葉
徳
輝
八
郎
国
読
書
志
V
巻
二
)

す
な
わ
ち
、
成
豊
元
年
に
、
陳
免
(
長
洲
の
人
、
碩
父
は
字
、
段
玉

裁
に
師
事
す
、
乾
隆
五

0
1同
治
二
)
が
、
校
書
の
伝
授
過
程
を
手
書

し
た
の
に
よ
る
と
、
康
照
五
六
年
に
何
患
が
校
し
、
恵
棟
(
元
和
の
人
、

康
照
三
六

i
乾
隆
二
三
、
松
庄
は
号
)
が
乾
隆
一
八
年
に
重
校
し
た
。

そ
し
て
こ
の
校
本
を
朱
邦
衡
(
宝
応
の
人
)
が
臨
校
し
た
。
乾
降
五
八

年
に
は
賊
庸
(
在
東
は
字
、
錆
堂
は
初
名
)
と
段
玉
裁
(
金
壇
の
人
、

薙
正
二
ニ

1
嘉
慶
二

O
)
が
臨
校
し
、
江
況
(
呉
県
の
人
、

?
1道
光

一
八
、
鉄
君
は
字
、
声
の
孫
〉
が
段
氏
の
臨
校
本
に
よ
っ
て
過
録
し
た

も
の
を
、
門
下
で
あ
る
陳
集
に
胎
し
た
。

「
十
三
経
注
統
校
勘
記
」
の

準
備
が
始
ま
っ
た
の
が
嘉
慶
の
初
、
嘉
慶
五
年
に
は
賊
庸
が
庇
元
の
聴

に
応
じ
て
校
に
あ
た
っ
て
い
る
。
(
張
慧
剣
編
八
明
清
江
蘇
文
人
年
表
V

に
よ
る
)
な
お
、
こ
の
葉
徳
輝
が
著
録
す
る
と
こ
ろ
の
汲
古
関
本
A
春

秋
公
羊
伝
法
疏
V
は
、
北
京
図
書
館
現
蔵
。
閉
庫
の
為
未
見
。

り白

蔵
印
に
、
「
蒋
祖
詰
読
書
記
」
「
合
衆
図
書
/
館
蔵
書
印
」
「
補
禽
/
読

円。



書
/
之
記
」
「
景
突
所
/
得
善
本
」
「
徐
柳
泉
蔵
書
記
」
「
武
林
葉
氏
蔵

書
印
」
が
あ
る
。
七
冊
。

沈
大
成
が
校
し
た
の
が
幾
年
か
は
不
明
。
た
だ
、
乾
隆
二
三
年
に
、

恵
棟
校
本
を
借
り
て
入
札
記
注
疏
V
を
校
し
た
(
上
海
図
書
館
蔵
汲
古

関
本
入
札
記
注
疏
V
残
巻
)
か
ら
、
沈
大
成
と
恵
棟
校
本
と
の
ま
じ
わ

り
は
密
接
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
今
、
恵
棟
自
筆
の
校
本
が
伝

わ
ら
な
い
以
上
、
沈
大
成
の
手
を
経
た
恵
棟
校
本
は
伝
授
に
於
い
て
最

も
信
頼
す
る
に
足
る
校
本
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
こ
の
張
繭
岩
田

が
過
録
し
た
本
の
持
つ
意
義
は
大
き
い
。

(4) 

呉
芸
閣
の
弟
で
あ
る
。
王
欣
夫
(
光
緒
二
二
即
一
八
九
六

1
一
九
六

六
)
が
、
汲
古
閑
本
A
周
礼
注
疏
V
(
上
海
図
書
館
蔵
)
に
記
し
た
識
語

に
次
の
よ
う
に
言
う
。

「
芸
閣
又
号
銘
茶
，
原
名
所
，
改
名
敬
輿
，
又
改
名
樹
本
，
婁
県
人
。

乾
隆
三
六
年
進
士
。
由
編
修
擢
侍
読
学
士
，
充
日
講
起
居
注
官
，
教

習
庶
吉
士
，
歴
典
快
甘
湖
北
試
。
乙
卯
福
建
副
考
官
，
未
入
簾
，
以

疾
卒
子
途
。
年
五
十
七
。
弟
孝
顕
，
字
季
揚
，
叉
号
確
堂
。
乾
隆
四

十
六
年
進
士
。
皆
有
才
名
。
時
称
二
難
。
」

(5) 

張
爾
奮
の
重
録
本
は
、
自
ら
副
本
と
し
て
抄
録
し
た
も
の
が
十
三
経

注
疏
全
巻
(
汲
古
関
本
)
の
形
で
、
湖
北
省
図
書
館
に
蔵
さ
れ
る
。
張

爾
書
に
つ
い
て
は
、
顧
蓮
(
華
亭
の
人
、
道
光
二

0
1宣
統
二
)
の
入
素

心
諺
文
集
V
(
四
巻
、

一
九
二
二
年
践
刊
)
の
巻
三
に
「
張
夫
斎
先
生

墓
誌
銘
」
が
あ
る
。
韓
応
陛
(
雲
間
の
人
、
嘉
応
三

1
同
治
一
)
蔵
す

る
宋
本
、
同
郷
の
挑
棒
(
乾
隆
四
二

i
戚
豊
三
)
蔵
す
る
沈
大
成
校
本

を
多
く
借
り
て
校
勘
し
た
。
挑
椿
は
、
桐
城
の
挑
蕪
(
薙
正
九
1
嘉
慶

二
O
)
に
学
び
、
朱
沢
濯
(
宝
応
の
人
、
康
照
五

1
羅
正
一
一
)
の
学

を
表
章
し
た
。
そ
れ
故
、
張
爾
書
は

A
桐
域
文
学
淵
源
考
V
に
も
録
さ

れ
る
。
ま
た
、
朱
沢
涯
の
書
を
尽
く
過
録
し
た
と
言
う
。
著
に
入
夫
斎

詩
集
V
(
一
九
一
四
年
序
刊
)
、

A

ハ
夫
斎
雑
著
V
二
巻
(
一
九
一
八
年
松

江
封
文
権
刊
〉
が
あ
る
。

(6) 

邪
賛
亭
旧
蔵
。
閉
館
の
為
未
見
。

厳
寒
の
中
、
墨
水
が
凍
る
の
を
懐
炉
で
暖
め
て
か
ら
筆
を
浸
す
の
も
苦

に
な
ら
ぬ
程
、
歓
喜
に
満
ち
て
い
る
、
の
意
。
ハ
顧
廷
龍
先
生
御
教
示
〉

(8) 

「
末
有
部
州
州
学
官
印
」
と
い
う
の
は
、
解
題
の
「
毎
間
数
紙
靴
有

真
書
木
印
」
と
い
う
の
と
違
い
す
ぎ
る
の
は
い
か
な
る
わ
け
か
。

武
進
の
人
。
字
璃
三
。
乾
隆
四
年
進
士
。
生
年
不
詳
。
乾
隆
四
五
年

(9) 
卒
す

A
四
庫
全
書
V
正
総
裁
の
ひ
と
り
。

。。

〈
明
代
千
遺
民
詩
詠
二
編
V
(
張
其
塗
撰
祁
正
注
)
巻
七
の
注
に
よ
れ

ば
、
次
の
如
し
。
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「
孫
朝
譲
，
常
熟
人
。
崇
禎
辛
未
進
士
。
由
刑
部
員
外
知
泉
州
府
，
迭

陸
至
江
西
布
政
司
，
未
赴
而
明
亡
。
優
遊
林
泉
四
十
余
載
。
年
九
十

卒
。
」
字
本
芝
。

(1~ 

ひ
と
つ
の
参
考
と
し
て
、
汲
古
関
本
入
周
礼
註
疏
V

(
清
呉
折
録
清

何
悼
、
恵
士
奇
、
恵
棟
校
抜
本
、
上
海
図
書
館
蔵
)
に
過
録
さ
れ
て
あ

る
何
悼
の
識
語
を
見
る
と
、
入
周
礼
V
に
つ
い
て
は
、
康
照
四
五
年
に
内

府
に
て
「
宋
板
元
備
本
」
(
十
行
本
註
疏
を
指
そ
う
)
を
過
目
し
て
粗
校

し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
玩
元
A
周
礼
注
疏
技
勘
記
序
V

の
恵

棟
校
本
の
注
に
、
慮
文
沼
田
く
と
し
て
、
「
東
呉
恵
士
奇
竪
子
棟
以
宋
注

蹴
本
校
疏
」
と
し
る
す
。
こ
の
宋
注
疏
本
も
十
行
本
註
疏
を
指
す
で
あ

ろ
う
。

つ
ま
り
、
入
周
礼
注
疏
V
に
つ
い
て
み
る
場
合
、
何
悼
の
校
が

あ
っ
て
、
更
に
恵
棟
の
重
校
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
十
行
本
註
疏
に
接

し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
人
公
羊
V

に
つ
い
て
も
、
こ
れ

と
同
じ
こ
と
が
言
え
る
か
も
知
れ
な
い
。

M 

庇
氏
人
技
勘
記
引
拠
各
本
目
録
V
「
監
本
附
音
春
秋
公
羊
注
疏
二
十

八
巻
」
に
つ
い
て
の
注
に
「
補
刊
修
版
至
明
正
徳
止
」
と
あ
る
。

M 

入
続
碑
伝
集
V
巻
七
九
、
八
常
昭
合
志
稿
V
巻一一一

O
人
物
九
文
学
、
に

伝
が
み
え
る
。
字
宝
之
。
号
文
村
。
道
光
一
七
年
の
挙
人
c
A
十
三
経
校

勘
記
補
正
V
を
著
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

M 

北
京
図
書
館
現
蔵
。
「
元
刻
明
修
」
で
あ
る
。

。事

伝
書
堂
、
密
韻
楼
を
有
す
。
そ
の
蔵
書
は
、
祖
孫
三
代
の
収
書
に
あ

わ
せ
、
王
鳴
饗
(
銭
塘
の
人
、
道
光
一
九

1
光
緒
三
一
二
)
万
宜
楼
の
善

本
を
受
け
つ
ぎ
、
後
に
上
海
酒
芥
楼
に
大
部
分
が
帰
し
、
北
京
図
書
館

に
多
く
蔵
さ
れ
る
。
字
孟
頭
、
号
楽
庵
。

M 

副
録
し
た
精
抄
本
に
、

一
九
二
三
年
の
白
抜
が
あ
り
、
こ
の
経
緯
を

記
す
。
復
旦
大
学
図
書
館
蔵
。

(1$ (1カ

そ
の
影
印
本
が
八
続
古
逸
叢
書
V
四
十
所
収
。

八
宝
礼
堂
宋
本
書
録
V
著
録
。
刻
工
名
か
ら
、
南
宋
中
期
の
刊
本
と

推
定
さ
れ
る
。

M 

朱
整
尊
は
、
「
公
羊
十
巻
」
と
す
る
が
、
こ
れ
は
「
公
羊
十
二
巻
」
の
誤

り
で
あ
る
と
い
う
。
(
厳
可
均
に
よ
る
)

句時

刊
刻
に
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、
銭
大
街
(
嘉
定
の
人
、
薙
正
六

1
嘉

慶
九
)
が
入
唐
石
経
孜
異
V
を
著
し
て
い
る
。
(
A
酒
芽
楼
秘
笈
V
第
六

集
所
収
)
嘉
慶
六
年
に
顧
広
折
(
元
和
の
人
、
乾
隆
三
一
f
)
道
光
一
五
)

が
こ
の
本
を
借
録
し
て
い
る
。

由主

彰
元
瑞
は
八
欽
定
天
禄
琳
殻
書
目
V

の
編
纂
官
で
あ
っ
た
か
ら
、
昭

仁
殿
の
善
本
を
校
す
る
こ
と
を
得
、
A
去
羊
V

に
於
い
て
は
、
北
監
本
、

十
行
本
、
武
英
殿
本
、
部
州
学
官
官
本
、
明
関
斎
仮
本
な
ど
と
〈
石
経
V
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を
校
し
た
。
庇
氏
八
按
勘
記
V
に
多
く
引
用
さ
れ
る
。

ω 
無
論
、
八
石
経
V
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
真
偽
の
問
題
も
小
と
し
な

い
。
例
え
ば
、
銭
大
町
が
「
潜
研
堂
金
石
践
尾
続
」
(
丁
丑
叢
編
入
唐
石

経
考
異
V
呉
饗
編
)
の
中
で
、

「
顧
氏
所
挙
石
経
之
失
，
大
半
出
於
明
刻
，
而
援
為
口
実
，
不
知
其
装

演
本
所
誤
也
。
」

と
言
う

J

顧
氏
は
顧
炎
武
。
八
石
経
V
は
原
刻
と
補
刻
の
違
い
を
明
確
に

す
る
必
要
が
あ
る
わ
け
だ
が
、
何
煙
、
恵
棟
の
当
時
、
そ
の
よ
う
な
作

業
を
し
た
と
い
う
記
録
は
な
い
。
十
三
経
局
に
於
い
て
は
、

A
校
勘
記
V

の
中
に
そ
の
両
者
の
区
別
を
考
じ
て
い
る
。

ω 
院
氏
八
一
校
勘
記
V
に
は
、
「
恵
棟
校
本
云
:
・
」
「
何
校
本
云
:
・
」
と
い

う
よ
う
に
、
恵
棟
校
と
何
校
を
分
別
し
て
い
る
簡
所
、
が
多
い
。
例
え
ば

次
の
如
く
で
あ
る
。
桓
公
二
年
注
文
「
言
及
者
使
上
及
其
君
」
に
対
し

て
、
張
爾
音
書
入
本
は
朱
筆
で
「
案
注
言
及
者
以
下
九
十
九
字
当
在
経

文
之
下
。
倍
十
年
疏
可
据
，
官
本
亦
同
誤
」
と
録
す
る
の
み
だ
が
、
八
校

勘
記
V
で
は
「
何
煙
云
言
及
者
以
下
九
十
九
字
当
在
経
文
之
下
，
億
十

年
疏
可
据
，
宋
部
本
亦
誤
」
と
し
て
、
こ
の
案
語
が
何
埠
の
で
あ
る
こ

と
を
明
示
す
る
。
同
じ
く
桓
公
三
年
経
文
「
公
会
紀
侯
子
盛
」
に
対
し
、

張
爾
音
書
入
本
は
「
盛
二
伝
作
郎
」
(
墨
筆
)
、
八
技
勘
記
V
で
は
「
恵
棟

云
二
伝
作
郎
」
と
い
う
具
合
で
あ
る
。
こ
の
様
な
例
は
少
な
く
な
く
、

十
三
経
局
で
は
、
何
短
と
恵
棟
と
の
校
語
を
区
別
す
る
何
ら
か
の
根
拠

が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

(2~ 

八
十
三
経
注
疏
V
に
附
す
る
宜
宣
旬
摘
録
本
に
於
い
て
は
こ
の
二
条

の
み
で
あ
る
が
、
単
行
本
の
八
校
勘
記
V
に
は
更
に
次
の
二
条
が
あ
る
。

ム

哀
公
一
四
年
注
「
崇
徳
致
麟
」
に
「
余
本
誤
政
」
、
ま
た
注
「
徳
合
者
相

ム反
」
に
「
余
本
友
誤
反
」
。

倒

道
光
四
年
に
注
喜
孫
は
武
進
の
劉
逢
禄
(
乾
隆
四
一

1
道
光
九
)
と

と
も
に
校
し
て
翻
刻
本
を
刻
し
て
い
る
。
同
治
二
年
に
は
部
陽
の
貌
彦

が
関
本
と
の
校
勘
記
を
附
し
て
重
印
し
た
。
後
、
板
は
金
陵
書
局
に
帰

し
た
。

。。
八
蔵
園
霊
書
経
限
録
V
「
春
秋
公
羊
経
伝
解
詰
十
二
巻
」
の
解
題
按
語

T

」、
、uu
・「

此
建
本
之
至
精
者
，
京
寒
雲
以
三
千
金
得
之
李
新
吾
。
」

と
。
哀
寒
雲
は
京
克
文
、
世
凱
の
子
。
李
新
吾
は
章
鉦
A
四
当
斎
集
V

巻
九
参
照
。
ま
た
、

入
四
庫
全
書
簡
明
目
録
標
注
V
に
よ
る
と
、

「
興
文
辞
煉
蔵
余
仁
仲
単
注
本
今
帰
京
寒
雲
」

と
い
う
。
興
文
は
四
川
省
。
醇
煉
は
嘉
慶
二

0
1光
緒
六
。

納
入
飛
鴻
堂
印
人
伝
V
巻
五
、
入
墨
香
居
画
識
V
巻
五
、
八
清
画
家
詩
史
V
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丙
下
、

人
墨
林
今
話
V
巻
四
に
伝
が
み
え
る
。
乾
隆
一
七
年
の
進
士
。

生
卒
年
未
詳
。
著
に

A
春
農
吟
嚢
V
が
あ
る
。
字
星
厳
、
号
春
農
。

倒

こ
の
本
の
末
尾
に
、
黄
亙
烈
の
政
文
が
あ
り
、
こ
の
経
緯
を
述
べ
る
。

入
土
礼
居
蔵
書
題
肱
記
V
巻
一
、
A
鉄
琴
銅
剣
楼
蔵
書
題
抜
集
録
V
(
理

良
士
輯
、
上
海
古
籍
出
版
社
、

一
九
八
五
)
巻
一
所
載
。

帥

そ
の
主
人
は
、
子
昌
遂
。
潜
景
鄭
先
生
御
教
示
。

(3Q 

一
九
三
六
年
魯
氏
陶
風
楼
の
影
印
、
八
補
刊
古
経
解
鈎
況
V
に
よ
る
。

(31) 

伝字異

河
上

春
玉
三
月
」
「
成
公
五
年

霞
嫡
之
名
也
性
倒
嫡
子
生
不
以
名
令
於

四
方
択
勇
猛
者
市
立
之
」
い
ず
れ
も
、
張
繭
音
書
入
本
、
既
氏
A
技
勘

「
裏
公
十
二
年

伝

経

之
山
也
」
「
昭
公
五
年

記
V
に
収
め
ぬ
も
の
で
あ
る
。

本
稿
は
、
上
海
の
旬
診
顧
廷
龍
先
生
に
御
教
示
た
ま
わ
り
、
復
旦
大
学
の

章
培
恒
、
李
慶
両
先
生
の
懇
切
な
御
指
導
を
い
た
だ
い
た
学
習
の
報
告
で

あ
る
。
こ
こ
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

ム

四
の
「
李
広
文
乗
成
」
に
つ
い
て
、
北
京
図
書
館
蔵
宋
刊
本

ム

八
育
徳
堂
奏
議
V
の
収
蔵
者
に
康
照
間
の
李
乗
誠
な
る
蔵
書
家
が
あ
り

(
補
注
)

(
古
逸
叢
書
三
編
之
二
十
八
所
収
、
了
瑞
先
生
撰
八
影
印
宋
本
育
徳
堂
奏
議

説
明
V
に
よ
る
)
、

両
者
は
同
一
人
物
で
あ
る
可
能
性
が
高
く
、
清
代
蔵

書
家
中
、
さ
ほ
ど
著
名
で
は
な
い
、
官
職
の
高
か
ら
ざ
る
ひ
と
り
で
あ
ろ

ぅ
、
と
い
う
。

(
巽
叔
英
先
生
の
御
注
意
)

円
ノ
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“


